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業績予想の修正および平成 19 年 11 月期配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 7 月 10 日の中間決算発表時に公表した平成 19 年 11 月期
（平成 18年 12 月 1 日 ～ 平成 19 年 11 月 30 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので
お知らせいたします。また、本日開催の取締役会において平成 19 年 11 月期末の 1 株あたりの配当金
について下記の通り修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
Ⅰ 連結通期業績予想の修正  
１. 平成 19 年 11 月期連結業績予想数値の修正（平成 18 年 12 月 1 日 ～ 平成 19 年 11 月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 1,479 266 224 93 
円 銭

7,272  57 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 1,448 266 229 126 9,923 29 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △31 0 5 33 2,650 72 

増 減 率            （％） △2.1 0 2.2 35.5 36.4 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 11 月期） 

1,185 185 158 105 9,463  92 

   
２. 平成 19 年 11 月期連結業績予想数値修正の理由 

 連結業績におきましては、売上高は概ね前回発表予想通りですが、営業利益、経常利益はコスト削

減策等が奏効し、前回発表予想を上回る見込です。また、当期純利益は、投資有価証券売却益を計上

したことにより、前回発表予想を 33 百万円上回る見込です。 

 



 

Ⅱ 個別通期業績予想の修正  
１. 平成 19 年 11 月期通期業績予想数値の修正（平成 18 年 12 月 1 日 ～ 平成 19 年 11 月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 593 199 144 75 
円 銭

5,884  57

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 480 115 59 37 2,974 53

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △113 △84 △85 △38 △2,910  04

増 減 率            （％） △19.1 △42.2 △59.0 △50.7 △49.5

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 11 月期） 

406 105 93 108 9,721  88

 

２. 平成 19 年 11 月期通期業績予想数値修正の理由 

 個別業績におきましては、営業投資有価証券の償還益のうち一部自己取得した約 72 百万円を監査法

人との協議の結果、売上計上しなかったことから、売上高・営業利益・経常利益ともに、前回発表予

想を下回る見込みです。また、上述の会計上未計上の売上から発生したと想定される利益を課税所得

とみなし約 29 百万円の税額負担が発生することから、投資有価証券売却益を計上するものの、当期純

利益についても、前回発表予想を下回る見込みです。 

 

Ⅲ 平成 19 年 11 月期の 1株当たりの配当金 

１． 修正の内容 

 中 間 期 末 期   末 年   間 

前回予想（平成 19 年 7月 10 日） 0 円 1,500 円 1,500 円 

今 回 修 正 予 想 0円 0 円 0 円 

（ご参考）前期の１株当たり配当金実績 0円 0 円 0 円 

 

２． 配当予想修正の理由 

 当社は平成 19 年 11 月期通期業績において当期純利益 37 百万円を見込んでおります。したがって、

剰余金の額は平成 19 年 11 月期末において 57 百万円となる見込でありますが、一方で、当社が業務・

資本提携目的等で所有しております投資有価証券等のうち上場株式および為替のみを時価評価するこ

とから発生いたしますその他有価証券評価差額金△64 百万円を純資産の部に計上する見込であります。

その結果、会社法で定められております分配可能額がマイナスとなることから、平成 19 年 11 月期の

配当を無配とさせていただきます。 

 今後は、一層の経営基盤の強化を図るとともに内部留保の充実に努め、安定配当の出来る経営体質

の確立に向け全社一丸となって取組む所存でございます。株主の皆様におかれましては、ご理解のほ

ど宜しくお願い申し上げます。 

以  上 
※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な

要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によ

って予想数値と異なる可能性があります。 


